
報告：「アートカードで結ぶ」チャリティー展覧会  

＜作品応募＞アメリカ国内 12 州、他 5 ヵ国の 106 名  のアーティストから、220 点  の作品が寄

せられた。売却数：81 点  売り上げ：$1570.06  経費を除く総売上を等分し、以下３団体へ寄付。

 Big Brothers Big Sisters of New York City, The Children’s Aid  Society, New Yorkers for Children 
＜展示＞ NY 支部の展覧会「HOME AWAY FROM HOME XI」と同時期に、支部会員達の作品とは

別コーナーで展示。 

＜ 展示期間＞September 16 – 29, 2015 

＜場所＞  TENRI GALLERY、住所： 43A West 13th Street, New York, NY 10011 

＜アートカード実行委員による報告＞ 

1.        「アートカードで結ぶ」を企画し募集要項を出したタイミング、そして作品受付期間は

丁度よかった。（7/15~9/4 受付 消印有効−展覧会ハンギング 9/15−展覧会 9/16~29） 

2.        出品者からの E メールを受領後、期日を過ぎてもアートカードを送って来ない人が何人

もいて準備に支障をきたした。特にそれらの作品写真を展覧会前にフェイスブックに掲載する

ことが出来ず、ハンギング時に写真を撮るなど作業が 2 度手間になった。 

3.        E メールのやり取りに手間がかかったが、作品情報を E メールでもらったのは，キャプシ

ョンをつくる為に便利だった。 

4.        作品写真一点一点を展覧会前に撮影したことで時間と手間がかかった。しかし、フェイ

スブックに写真を掲載したことで、フェイスブックを見た人が極端にふえた。キャプションも

手間がかかったが 220 点のキャプションを貼ったおかげで、誰の作品か判りやすくなり、好評

だった。 

5.        インターネットでの反響（フェイスブック）が大きかった。約２ヶ月間に NY クラブフェ

イスブックの閲覧回数は合計 6292 回になった。 

6.        海外 5 ヶ国、そしてアメリカ国内 12 州から応募があった。出品作家 106 名、作品総数

220 点、そのうち 81 点がチャリティーで買い上げられ、収益は$1570.06。それを 3 等分にし、

"Big Brothers Big Sisters of New York City", "The Children’s Aid Society", "New Yorkers for Children" に
送った。 

7.        オープニングレセプション参加者は 350 人以上（天理画廊さんからの情報）。 

8.        搬出は次回の作家のハンギングと重なり、時間的にとても厳しかった。天理さんも困っ

ていたが，来年の HAFH XII をまた天理画廊で行うなら，搬出と搬入が重なる時間帯は有り得な

い事を再確認したほうがよい。 



9.        展覧会終了後購入作品郵送に手間とお金がかかった。プライオリティメールにすると 1
点につき５ドル以上する。それを節約する為に手渡しを実行。購入者 49 名中、郵送 19 名，手

渡し 30 名。それでも書留郵便の 19 名の内、6 名が不在の為，なかなか本人に作品が届かなか

った。結果５名の郵便が返送され、再送にまた郵送料がかかった。 

10.    もしまた同じようなチャリティーをするならば、会場で買い上げと同時に作品を渡すのが

一番安全で、経費節減になることを学んだ。 

11.    アートカードのハンギング時とレセプション時には、会員はもとより、J 会員、サポート

会員、そして友人達多数がボランティアとして手伝ってくれた。そのおかげでとても大変なハ

ンギングが時間内に終わり，レセプションの作品販売もスムースに行われた。ボランティアさ

ん達に心からお礼を申し上げます。 

12. アートカードを宣伝するにあたり、ウェブコミッティが 2003 年から続けてきた多摩美ニュ

ーヨーククラブのウェブページアドレスを tamabiny.com として登録出来たのも嬉しい報告です。 
 
「アートカードで結ぶ」は多摩美校友会本部からのテーマ「結ぶ」を元に企画、校友会本部か

らの助成金 10万円($826.31)をつかって各方面に宣伝し，無事にニューヨークの子供達に寄付す

る事が出来ました。企画に賛同して手伝って下さったニューヨーククラブ会員、J 会員、サポ

ート会員の皆様、そしてサポートして下さった理事の皆様に心から感謝します。特に私を信じ

て任せて下さった小倉会長、ウェブコミッティ仲間の安井さんは、広報と会場撮影や FB のアッ

プ等で盛り上げてくださり、渡辺さんのウェブや技術的なアドバイス、協力もありここ迄漕ぎ

着けました。皆様、本当にありがとうございました。 

記：永野みき（アートカード担当） 
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展示準備。1 点ごとに作家名を

付けました。作家さんのお名前

を間違えないようにタイプして

作品と照合していく作業が一苦

労でした。 

展示完成 



 

よみタイム掲載広告 

よみタイム掲載広告続き



 
寄付先の一つ、New Yorkers For Children からのお礼状。 

 
展覧会オープニングパーティーで。支部会員達の集合写真 




